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［
ス
テ
ッ
プ
１
］＝
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
反

す
る
影
響
と
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
全
体
の
リ
ス
ク
、
ビ
ジ
ネ
ス
機

会
を
評
価
す
る

［
ス
テ
ッ
プ
２
］＝
取
締
役
会
で

具
体
的
な
ゴ
ー
ル
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
す
る

［
ス
テ
ッ
プ
３
］＝
株
主
を
含
め

た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
、

進
捗
を
報
告
す
る

［
ス
テ
ッ
プ
４
］＝
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
、
従
業
員
と
の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
図
る

［
ス
テ
ッ
プ
５
］＝
ア
ニ
ュ
ア
ル

レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
表
明
す
る

　
２
０
１
６
年
７
月
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

鵜
浦
博
夫
社
長
宛
て
に
一
通
の
封

書
が
届
い
た
。
差
出
人
は
国
連
事

務
総
長
が
任
命
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
者
組
織「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ド
ボ

ケ
ー
ト
」。
そ
の
内
容
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
に
向
け
て
の「
５
つ
の
ス

テ
ッ
プ
」を
記
し
、
社
長
が
署
名

し
て
返
信
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

た
。
同
組
織
は
世
界
の「
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
５
０
０
」企
業
に
同
様
の

レ
タ
ー
を
送
っ
て
い
る
。

　持続可能な開発目標（SDGs）が国連で採択されて１年が経った。それ以来、コカ・コーラや
マイクロソフトなどのグローバル企業や欧州委員会が積極的に取り込む動きが加速し、SDGs
は持続可能性についての世界のデファクトスタンダードになった。一方、日本政府は内閣府に
SDGs推進本部を設置したものの、その動きは鈍い。

SDGs、世界に浸透

エ
リ
ク
ソ
ン
や
Ｂ
Ｔ
が
先
行

　
同
社
の
岡
田
善
幸
総
務
部
門
Ｃ

Ｓ
Ｒ
推
進
室
担
当
部
長
が
海
外
の

競
合
他
社
に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
し

た
と
こ
ろ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
業
界
で
は
エ

リ
ク
ソ
ン
や
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
テ

レ
コ
ム（
Ｂ
Ｔ
）ら
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　
だ
が
、
彼
ら
の
実
質
的
な
取
り

組
み
は
こ
れ
か
ら
だ
。ま
ず
は「
賛

同
宣
言
」す
る
こ
と
で
海
外
勢
に

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
可

能
と
考
え
た
と
い
う
。

　
岡
田
担
当
部
長
は
、
直
接
、
鵜

浦
社
長
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
、
そ
の
場
で
サ
イ
ン
を

も
ら
っ
た
。
そ
し
て
９
月
23
日
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

賛
同
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技

術
）を
通
じ
て
貢
献
す
る
こ
と
を

内
外
に
表
明
し
た
。

「
海
外
で
事
業
展
開
し
て
い
る
企

業
に
と
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は『
共

通
言
語
』と
し
て
も
役
立
つ
。
例

え
ば
長
時
間
労
働
と
い
っ
た
、
世

（�今井�麻希子、副編集長・吉田�広子、編集部・池田�真隆、松島�香織、寺町�幸枝、下田屋�毅＝ロンドン、栗田�路子＝
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SDGs、世界に浸透  日本の出遅れ目立つ

「
持
続
可
能
性
」の
世
界
標
準
に

界
の
常
識
と
は
か
け
離
れ
た
課
題

の
存
在
に
気
付
く
き
っ
か
け
に
も

な
る
。
世
界
の
叡
智
を
集
結
し
て

つ
く
ら
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
課
題
解

決
の
糸
口
に
し
た
い
」（
同
部
長
）

　
同
社
は
、
毎
年
２
月
に
開
催
す

る
社
内
イ
ベ
ン
ト「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
」で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

テ
ー
マ
に
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　
欧
州
の
多
く
の
企
業
は
12
月
に

決
算
期
を
迎
え
る
。「
２
０
１
７
年

に
発
行
さ
れ
る
各
社
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
に
、
ど
れ
く

ら
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
言
及
が

含
ま
れ
る
か
が
、
一
つ
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
」と
岡
田
担

当
部
長
は
注
目
す
る
。

　
17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
は
、

２
０
３
０
年
を
目
標
年
に
策
定
さ

れ
た
。
２
０
１
５
年
を
ゴ
ー
ル
に

２
０
０
０
年
に
設
定
さ
れ
た
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）

も
同
じ
国
連
主
導
の
国
際
ル
ー
ル

だ
っ
た
が
、
世
界
の
反
応
は
ま
る

で
違
っ
た
。

　
第
一
の
理
由
は
、
貧
困
や
気
候

変
動
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
対
す
る

各
国
の
認
識
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ

た
こ
と
。
第
二
に
は
、
近
年
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
負
の
側

面
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
る
な
か
、

多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
間
で

「
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
社
会
か
ら

存
在
を
許
さ
れ
な
い
」と
い
う
危

機
感
が
募
っ
た
こ
と
だ
。

　
第
三
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
比
べ
て
内
容
が
大
き
く

「
進
化
」し
た
こ
と
だ
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
課
題
解
決
の
対
象
を
途
上
国
と

し
て
い
た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
こ
れ

に
先
進
諸
国
を
含
む
全
世
界
に
広

げ
た
。

　
さ
ら
に
、
生
物
多
様
性
や
気
候

変
動
と
い
っ
た
環
境
問
題
に
加

え
、
生
産
と
消
費
、
労
働
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど
、
広

義
の
観
点
か
ら「
持
続
可
能
性
」

の
課
題
を
捉
え
た
。
こ
れ
を
分
野

横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
奨
励

し
、
市
民
社
会
の
参
画
や
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
前
提
と
し
た
総
括

的
な
目
標
と
な
っ
た
。

国
連
新
体
制
で
さ
ら
に
強
化

　
11
月
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
中
満
泉
・
国

連
事
務
次
長
補
は
、「
グ
テ
ー
レ

ス
事
務
総
長
の
下
で
新
体
制
に
な

る
２
０
１
７
年
の
最
優
先
課
題
の

一
つ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
だ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

で
は『
誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
』

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
包
括

的
に
弱
者
救
済
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
く
」と
強
調
し
た
。
　
　

新
事
務
総
長
の
も
と
、
国
連
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
の
ほ
か
、
シ
リ
ア

や
イ
エ
メ
ン
の
支
援
、
紛
争
を
予

防
す
る
開
発
支
援
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

モ
ビ
リ
テ
ィ（
人
の
移
動
）に
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

表
明
し
た
。

１位 スウェーデン 84.5
２位 デンマーク 83.9
３位 ノルウェー 82.3
４位 フィンランド 81.0
５位 スイス 80.9
６位 ドイツ 80.5
７位 オーストリア 79.1
８位 オランダ 78.9
９位 アイスランド 78.4
10位 イギリス 78.1
11位 フランス 77.9
12位 ベルギー 77.4
13位 カナダ 76.8
14位 アイルランド 76.7
15位 チェコ共和国 76.7

…
18位 日本 75.0

…
25位 アメリカ 72.7

…
27位 韓国 72.7

…
76位 中国 59.1

…
147位 コンゴ共和国 31.3
148位 リベリア 30.5
149位 中央アフリカ共和国 26.1

独ベルテルスマン財団がSDGsの17目標ご
とに、各国が公開しているデータを基準に
独自に評価した（2016年７月現在）

（出典：�独 ベ ル テ ル ス マ ン 財 団「SDG�
INDEX＆DASHBOARDS」）

SDGs達成状況
国別ランキング

「
テ
ロ
の
犠
牲
者
は
３
万
人
、
難

民
・
避
難
民
・
亡
命
申
請
者
は

６
５
３
０
万
人
に
上
り
、
増
加
を

続
け
て
い
る
。
紛
争
解
決
に
時

間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従

来
型
の
開
発
支
援
で
は
限
界
が

あ
る
。
平
和
度
は
下
が
り
、
世
界

が
激
変
す
る
な
か
で
、
加
盟
国

１
９
３
カ
国
す
べ
て
が
賛
同
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
採
択
さ
れ
た
の
は
画

期
的
な
こ
と
だ
」と
中
満
事
務
次

長
補
は
力
を
込
め
た
。

民
間
セ
ク
タ
ー
へ
の
期
待

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
特
徴
的
な
の
は
、

民
間
セ
ク
タ
ー
の
参
画
の
重
要
性

を
明
記
し
た
こ
と
に
あ
る
。「
実

施
手
段
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」を
定
め
た
67
項
で

は
、以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
民
間
企
業
の
活
動
・
投
資
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
生
産
性
及
び

包
摂
的
な
経
済
成
長
と
雇
用
創
出

を
生
み
出
し
て
い
く
上
で
の
重
要

な
鍵
で
あ
る
。
我
々
は
、
小
企
業

か
ら
協
同
組
合
、
多
国
籍
企
業
ま

で
を
包
含
す
る
民
間
セ
ク
タ
ー
の

多
様
性
を
認
め
る
。
我
々
は
、
こ
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イ
ン
を
共
同
開
発
し
た（
21
頁
参

照
）。

日
本
政
府
の
動
き
は
鈍
く

　
日
本
政
府
は
、
Ｇ
７
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
先
駆
け
、

２
０
１
６
年
５
月
に
各
国
務
大
臣

を
構
成
委
員
と
す
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
本
部
」を
設
置
し
た
。

　
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

意
見
を
反
映
す
る
べ
く「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
円
卓
会
議
」を
開
催
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針
の
策
定
や
実

施
に
関
す
る
意
見
交
換
の
場
を
設

け
た
。
実
施
計
画
は
年
内
に
も
策

う
し
た
民
間
セ
ク
タ
ー
に
対
し
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
に
お
け
る

課
題
解
決
の
た
め
の
創
造
性
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
発
揮
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
企
業

の
参
画
を
支
援
す
る
た
め
、
国
連

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト（
Ｕ

Ｎ
Ｇ
Ｃ
）、
Ｇ
Ｒ
Ｉ（
国
際
的
な
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
レ
ポ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
を

使
命
と
す
る
非
営
利
組
織
）、
Ｗ

Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ（
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
経
済
人
会
議
）は
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
コ
ン
パ
ス
」と
い
う
ガ
イ
ド
ラ

定
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

　
こ
こ
に
は
、
関
連
省
庁
の
担
当

官
の
他
、
国
連
機
関
や
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ジ
ャ
パ
ン
、
経
団
連
と
い
っ

た
民
間
組
織
の
ほ
か
、
有
識
者
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
消
費
者
団
体

ら
の
代
表
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
名

を
連
ね
る
。

　
２
０
１
７
年
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
レ
ビ
ュ
ー

を
目
的
に
毎
年
国
連
本
部
で
開
催

さ
れ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
、
日
本
も
自
発
的

レ
ビ
ュ
ー
を
提
出
す
る
こ
と
を
表

明
し
て
い
る
。

  

し
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
円
卓

会
議
の
メ
ン
バ
ー
、
黒
田
か
を

り
・
一
般
財
団
法
人
Ｃ
Ｓ
Ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
は「
円
卓
会

議
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

の
プ
ロ
セ
ス
は
評
価
で
き
る
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
政
府

の『
イ
ン
サ
イ
ド
ア
ウ
ト
』の
発

想
が
目
立
つ
」と
指
摘
す
る
。

　
イ
ン
サ
イ
ド
ア
ウ
ト
と
は
組
織

の
内
部
事
情
か
ら
発
し
た
行
動
を

指
し
、
こ
の
場
合
は
既
存
の
政
策

や
取
り
組
み
を
起
点
に
し
た
考
え

方
を
指
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
求
め
て

い
る
の
は
こ
の
逆
の「
ア
ウ
ト
サ

イ
ド
イ
ン
」で
実
際
の
社
会
課
題

を
起
点
に
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。

　
黒
田
事
務
局
長
は「
国
際
的
に

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
と
評
価

を
受
け
て
い
る
気
候
変
動
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に
関

し
て
は
、
高
い
目
標
を
立
て
て
政

策
を
総
動
員
す
る
と
と
も
に
、
マ

ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
連
携
で

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
」と
期

待
す
る
。

日
本
の
達
成
状
況
は
18
位

　
事
実
、
独
ベ
ル
テ
ル
ス
マ
ン
財

団
の
調
べ
で
は
、
１
４
９
カ
国
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
状
況
の
ラ
ン
キ
ン

グ
で
日
本
は
18
位
だ
っ
た（
17
頁

参
照
）。一
方
で
１
位
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
２
位
に
デ
ン
マ
ー
ク
、
３

位
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
北
欧
が
続
い

た
。
報
告
書
で
は
、
17
分
野
に
つ

い
て
達
成
状
況
を
ス
コ
ア
化
し
て

評
価
し
て
い
る（
19
頁
参
照
）。

　
残
念
な
が
ら
、
日
本
経
団
連
や

経
済
同
友
会
な
ど
財
界
ト
ッ
プ
か

ら
も
、
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
聞

こ
え
て
こ
な
い
。
上
場
企
業
の
間

目標 １＝ あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符
を打つ

目標 ２＝ 飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状
態の改善を達成するとともに、持続可能な農業
を推進する

目標 ３＝ あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を
確保し、福祉を推進する

目標 ４＝ すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育
を提供し、生涯学習の機会を促進する

目標 ５＝ ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女
児のエンパワーメントを図る

目標 ６＝ すべての人々に水と衛生へのアクセスと持続可
能な管理を確保する

目標 ７＝ すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能か
つ近代的なエネルギーへのアクセスを確保する

目標 ８＝ すべての人々のための持続的、包摂的かつ持
続可能な経済成長、生産的な完全雇用および
ディーセント・ワークを推進する

目標 ９＝ レジリエントなインフラを整備し、包摂的で持
続可能な産業化を推進するとともに、イノベー
ションの拡大を図る

目標10＝国内および国家間の不平等を是正する
目標11＝ 都市と人間の居住地を包摂的、安全、レジリエン

トかつ持続可能にする
目標12＝持続可能な消費と生産のパターンを確保する
目標13＝ 気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対

策を取る
目標14＝ 海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全

し、持続可能な形で利用する
目標15＝ 陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用

の推進、森林の持続可能な管理、砂漠化への対
処、土地劣化の阻止および逆転、ならびに生物
多様性損失の阻止を図る

目標16＝ 持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を
推進し、すべての人々に司法へのアクセスを提
供するとともに、あらゆるレベルにおいて効果
的で責任ある包摂的な制度を構築する

目標17＝ 持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グ
ローバル・パートナーシップを活性化する

Q数アップにつき、版面全面設計変更＝8／22済み
ノンブル変更＝11／11済み
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SDGs、世界に浸透  日本の出遅れ目立つ

で
も
、
組
織
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対

応
し
て
い
る
企
業
は
ま
だ
少
数
派

だ
。
だ
が
、
日
本
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
真
剣
に
取
り
組
み
、
社
会
課
題

を
解
決
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
出

始
め
た
こ
と
は
、一
筋
の
光
明
だ
。

競
合
の
垣
根
を
越
え
て

　
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
の
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

ン
パ
ク
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ

パ
ン（
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｊ
）は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
の
旗
振
り
役
だ
。
２
０
１
６

年
７
月
に「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」を
発
足
し
、
13
人
が

参
加
。
主
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度

向
上
や
企
業
の
取
り
組
み
の
強

化
、
政
府
へ
の
提
言
を
進
め
る
。

　
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｊ
の
大
田
圭
介
事
務
局

長
は「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
役
割

は『
エ
ン
ジ
ン
』で
あ
る
。
社
会
課

題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
と
と
ら

え
、
企
業
に
は
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。
日
本
の
強
み
を
生

か
し
た
事
例
を
世
界
に
も
発
信
し

て
い
き
た
い
」と
意
気
込
む
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｇ（
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
）投
資
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広

が
る
な
か
で
、
金
融
セ
ク
タ
ー
の

巻
き
込
み
も
グ
ロ
ー
バ
ル
全
体
の

課
題
だ
。

　
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｊ
会
員
企
業
の
損
害

保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
は
、

２
０
０
６
年
に
責
任
投
資
原
則

（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）に
署
名
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ

に
参
加
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年

に
は
、
タ
イ
東
北
部
の
稲
作
農
家

の
干
ば
つ
被
害
を
緩
和
す
る
た

め
、「
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
」

の
販
売
を
開
始
し
た
。
干
ば
つ
に

よ
っ
て
降
水
量
が
一
定
基
準
を
下

回
っ
た
場
合
、
保
険
に
加
入
し
て

い
る
農
家
に
保
険
金
が
支
払
わ
れ

る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
台
風
の
中
心

が
対
象
エ
リ
ア
を
通
過
し
た
際
に

一
定
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る

保
険
が
提
供
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
地
球
観
測
衛
星

か
ら
推
定
さ
れ
た
雨
量
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
保
険
を
開
発
し
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
も
稲
作
農
家
向
け
に

天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
の
開
発

を
行
っ
て
い
る
。

（出典：�独ベルテルスマン財団「SDG�INDEX＆DASHBOARDS」）

目標１「極限的な貧困」や目標６「水の衛生・管理」は達成度
が高いが、目標５「ジェンダー平等、女性及び女児の能力強
化」や、目標14「持続可能な海洋資源」、目標17「持続可能な
開発の実施手段、パートナーシップの活性化」については、
特に遅れている

日
本
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
海
洋
資
源
の
保
全
で
遅
れ

　
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
で
、
同
社
の
堺
美
智
子
・
Ｃ

Ｓ
Ｒ
室
特
命
課
長
は「
民
間
企
業

に
期
待
さ
れ
る
役
割
が
大
き
く

な
っ
て
き
た
。
競
合
意
識
の
垣
根

を
越
え
て
連
携
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」と
話
す
。

　
で
は
、
社
会
を
変
革
す
る
ほ
ど

の
動
き
を
つ
く
る
た
め
に
、
企
業

は
ど
う
動
け
ば
よ
い
の
か
。

　
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
・

メ
デ
ィ
ア
研
究
科
の
小
坂
真
理
特

任
講
師
は「
指
標
に
関
連
す
る
事

業
に
つ
い
て
全
て
取
り
組
ん
で
い

く
と
、
長
期
的
な
視
点
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、『
あ
る
べ
き
姿
』が
見

え
て
く
る
。
一
社
で
の
取
り
組
み

が
難
し
い
場
合
は
適
切
な
パ
ー
ト

ナ
ー
を
見
つ
け
た
り
、
経
験
を
共

有
し
、
学
ん
だ
り
す
る
場
を
設
け

る
と
良
い
」と
す
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
市
民
社
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」が
２
０
１
６
年
４
月
に

設
立
さ
れ
る
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
用
を
始
め
て
い
る
。

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」の
前
文
で

は
、「
誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
」

と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
障
が
い
者
支
援
活

動
を
行
う
の
が
、
福
島
県
郡
山
市

に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
し
ん
せ
い
だ
。

　
東
日
本
大
震
災
で
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
障
が
い
者
に
は
、「
以

前
の
よ
う
に
仕
事
を
し
た
い
」と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、
避
難
先

に
仕
事
は
無
か
っ
た
。

　
し
ん
せ
い
は
企
業
の
支
援
・
協

力
を
仰
ぎ
、
２
０
０
人
が
仕
事
に

関
わ
る
継
続
し
た
仕
事
を
創
出
し

た
。
日
清
製
粉
か
ら
技
術
指
導
を

受
け
て
開
発
し
た「
ぽ
る
ぼ
ろ
ん
」

は
、
人
気
の
お
菓
子
と
な
っ
た
。

ブ
ラ
ザ
ー
工
業
や
ヤ
フ
ー
の
支

援
を
受
け
て
、
刺
し
ゅ
う
入
り
の

バ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る
。

　
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
課
題
を
共

有
し
、
障
が
い
者
の
利
益
と
誇
り

の
持
て
る
仕
事
が
生
ま
れ
た
。「『
誰

も
置
き
去
り
に
し
な
い
』社
会
、
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会

の
始
ま
り
に
な
っ
た
」と
富
永
事

務
局
長
は
笑
顔
を
向
け
た
。
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